
ヘンデル                                                      

（George Frideric Handel, 1685–1759）はバロック時代の作曲家で、オペラやオラトリオ

の巨匠として知られていますが、歌曲やアリアも数多く残しています。彼の歌曲はイ

タリア語や英語の詩を基に書かれ、抒情的で多彩なスタイルが特徴です。 

 「美しい静けさよ」(Caro mio ben) 

概要: この歌曲は、愛と悲しみを歌った抒情的な作品であり、ヘンデルのイタリア

風アリアの典型例とされています。 

音楽の特徴: シンプルながらも豊かなメロディが印象的で、声楽部分は流麗で

感情豊か。愛の訴えを繰り返す歌詞と、静かな伴奏の対比が際立っています。 

 「私は泣きます」(Lascia ch'io pianga) 

概要: ヘンデルのオペラ《リナルド》からのアリアで、オペラの中でも特に人気が

高い曲です。囚われのヒロイン、アルミレーナが自由を切望する場面で歌われま

す。 

音楽の特徴: 悲しみと自由への渇望が美しいメロディに表現され、伴奏もそれを

効果的に支えます。シンプルでありながら、心を揺さぶる情感が込められていま

す。 

 「我が心はあなたに誓う」(Where'er You Walk) 

概要: オラトリオ《セメレ》からのアリアで、愛する人への忠誠とその存在への感

謝を歌った美しい作品です。 

音楽の特徴: ゆったりとしたテンポと豊かな旋律が特徴で、歌詞の持つ温かい

感情を引き立てます。静かな伴奏の上に、旋律が堂々と展開される構成です。 

  



「すべての年の中で」(All Years in One) 

概要: こちらはヘンデルの英語歌曲の一つで、恋人との再会や愛の再確認を

テーマにした内容です。 

音楽の特徴: 明るく軽やかなリズムと、感情豊かなメロディが調和しています。 

伴奏はシンプルですが、歌詞に感情を込めやすい旋律が展開されます。 

 「私は悩みます」(Ombra mai fu) 

概要: オペラ《セルセ》からのアリアで、愛と平穏を象徴する木陰への賛美を 

歌っています。この曲は「ラルゴ」としても知られ、ヘンデルの代表作の一つです。 

音楽の特徴: ゆったりとしたテンポと、優雅で広がりのある旋律が印象的です。

伴奏の響きも穏やかで、全体的に静謐な雰囲気を持ち、心を落ち着かせる  

ような効果があります。 

 「花が咲くように」(Come and Trip It) 

概要: 英語歌曲で、バレエ的な要素を持ち、踊りのリズムが感じられる楽しい 

作品です。軽やかで喜びに満ちた雰囲気が特徴です。 

音楽の特徴: 快活なリズムと軽やかな旋律が特徴で、歌詞に合わせた明快な

リズムが音楽全体に躍動感を与えています。 

「優しさの絆」(Sweet Bird) 

概要: オラトリオ《レクサンドラ》からのアリアで、美しい自然と鳥のさえずりを題材

に、愛の儚さと美しさを歌っています。 

音楽の特徴: リコーダーやフルートによる鳥のさえずりを模した楽器のパートと 

共に、旋律が展開され、優雅で抒情的な雰囲気を持っています。 

「天が我が心を」(Heavenly Light) 



概要: この英語歌曲は、宗教的なテーマを扱った作品で、信仰と希望の光を

称賛する内容です。 

音楽の特徴: 壮大で深みのある旋律が、神への祈りや感謝の気持ちを強調 

しています。伴奏も荘厳で、歌詞と旋律が一体となって感動を生み出します。 

「心に秘めた思いを」(Silent Worship) 

概要: ヘンデルの英語歌曲で、抑えた愛情と、その感情を隠している状況を  

歌っています。 

音楽の特徴: 控えめで静かな旋律が特徴で、愛情の秘められた感情を表現

する繊細な歌唱が求められます。伴奏もシンプルで、声の美しさが引き立ちま

す。 

「どうか忘れないで」(Let Me Wander) 

概要: この曲は、旅や人生の中での自由を象徴的に歌った作品で、開放感 

と望郷の念が歌詞に込められています。 

音楽の特徴: 軽やかで自由な旋律が、歌詞のテーマにぴったり合い、解放 

感を感じさせる作品です。伴奏もその気持ちを盛り上げる役割を果たしています。 

ヘンデルの歌曲は、抒情的なメロディと、シンプルながらも効果的な伴奏によって、感情

の深さを見事に表現しています。多くの作品はオペラやオラトリオから派生していますが、

いずれも独立した歌曲としても優れた芸術性を持っています。 

ヘンデル（George Frideric Handel, 1685–1759）はバロック時代を代表する作曲家で、オペ

ラやオラトリオの大作で知られていますが、歌曲の分野でも多くの優れた作品を残してい

ます。彼の歌曲は主にイタリア語と英語で書かれており、感情豊かなメロディーと技巧的

な伴奏が特徴です。以下に、代表的なヘンデルの歌曲を 1 曲ずつ詳しく紹介します。 

「Lascia ch'io pianga」 



概要: ヘンデルの最も有名なアリアの一つで、オペラ《リナルド》からの作品で

す。この曲は、主人公が自由を求めて嘆く場面で歌われます。 

特徴: 簡素なメロディーでありながら、深い感情を表現する力があり、繰り返し 

使われるリフレインは、悲しみの中に美しさを感じさせます。音楽的には、緩やか

で感傷的な旋律が印象的で、演奏者の表現力が試される作品です。 

 「Ombra mai fu」 

概要: オペラ《セルセ》のアリアで、「木陰の歌」として知られています。王が木陰

に感謝を述べるシーンで歌われ、平和と安らぎを感じさせる作品です。 

特徴: 穏やかで静謐な旋律が印象的なこの曲は、ヘンデルの典型的な優雅さ

と、自然への感謝が感じられます。和声の豊かさと、旋律の流れが自然を崇め

る心を美しく表現しています。 

 「Where'er You Walk」 

概要: オペラ《セメレ》からのアリアで、恋人への想いを語る美しいラブソングで

す。 

特徴: 軽快で、優雅な旋律が続くこの曲は、恋人の美しさを讃える歌詞に合っ

た華やかさと穏やかさが同居しています。自然をイメージさせる描写が多く、感情

的に豊かな作品です。 

「Silent Worship」 

概要: ヘンデルのオラトリオ《トロイの選帝侯》から派生した作品で、後に英語の

詩が付けられ、歌曲としても知られるようになりました。 

特徴: 内省的で静かな感情が美しい旋律に乗せられ、控えめながらも深い愛

情を表現しています。特に歌詞の一部、「私は静かにあなたを崇拝する」という

部分が、心に訴えかける感動的な作品です。 



 「Dopo notte」 

概要: オペラ《アリオダンテ》からのアリアで、主人公が困難を乗り越え、希望を

取り戻すシーンで歌われます。 

特徴: 力強いリズムと快活な旋律が特徴で、苦難を克服した喜びが音楽に表

れています。技巧的にも挑戦が多く、演奏者には表現力と技巧の両方が要求

されます。 

「V'adoro pupille」 

概要: オペラ《ジュリオ・チェーザレ》からのアリアで、恋の情熱を歌った情熱的な

曲です。 

特徴: 華やかな伴奏と美しいメロディーが特徴で、情熱的な恋の感情を見事に

表現しています。ヘンデルの巧みなオーケストレーションが、このアリアをより豊か

に感じさせます。 

「Cara sposa」 

概要: オペラ《リナルド》からのアリアで、主人公リナルドが恋人アルミレーナを失

った悲しみを歌います。 

特徴: 深い悲しみを表現するスローテンポのアリアで、メロディーが感情の奥底

を描き出しています。悲しみの中にも高貴さが漂う、美しい作品です。 

ヘンデルの歌曲は、感情表現の豊かさと、シンプルながらも深みのあるメロディーが特徴

です。彼の作品はオペラやオラトリオのアリアから派生したものが多く、それぞれの場面に

応じた強い感情が込められています。 
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